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（
遺
産
の
分
割
前
に
お
け
る
預
貯
金
債
権
の
行
使
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

新
民
法
第
九
百
九
条
の
二
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
相
続
に
関
し
、
施
行
日
以
後
に
預
貯
金
債
権

が
行
使
さ
れ
る
と
き
に
も
、
適
用
す
る
。

２

施
行
日
か
ら
附
則
第
一
条
第
三
号
に
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新
民
法
第
九
百
九
条
の
二
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
預
貯
金
債
権
の
う
ち
」
と
あ
る
の
は
、「
預
貯
金
債
権
（
預
金
口
座
又
は
貯
金
口
座
に

係
る
預
金
又
は
貯
金
に
係
る
債
権
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
う
ち
」
と
す
る
。

（
自
筆
証
書
遺
言
の
方
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
自
筆
証
書
遺
言
に
つ
い
て
は
、
新
民
法
第
九

百
六
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
遺
贈
義
務
者
の
引
渡
義
務
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
さ
れ
た
遺
贈

に
係
る
遺
贈
義
務
者
の
引
渡
義
務
に
つ
い
て
は
、
新
民
法
第
九
百
九
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
民
法
第
千
条
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
さ
れ
た
第
三
者
の
権
利
の
目
的

で
あ
る
財
産
の
遺
贈
に
つ
い
て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
遺
言
執
行
者
の
権
利
義
務
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

新
民
法
第
千
七
条
第
二
項
及
び
第
千
十
二
条
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
相
続
に
関
し
、
施
行
日
以

後
に
遺
言
執
行
者
と
な
る
者
に
も
、
適
用
す
る
。

２

新
民
法
第
千
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
さ
れ
た
特
定
の
財
産
に
関
す
る
遺
言
に

係
る
遺
言
執
行
者
に
よ
る
そ
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３

施
行
日
前
に
さ
れ
た
遺
言
に
係
る
遺
言
執
行
者
の
復
任
権
に
つ
い
て
は
、
新
民
法
第
千
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
撤
回
さ
れ
た
遺
言
の
効
力
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

第
三
号
施
行
日
前
に
撤
回
さ
れ
た
遺
言
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
新
民
法
第
千
二
十
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
配
偶
者
の
居
住
の
権
利
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
民
法
（
次
項
に
お
い
て
「
第
四
号
新
民
法
」
と
い
う
。）第
千
二
十
八
条
か

ら
第
千
四
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
次
項
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
四
号
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
開
始
し
た
相
続
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
四
号
施

行
日
前
に
開
始
し
た
相
続
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

第
四
号
新
民
法
第
千
二
十
八
条
か
ら
第
千
三
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
前
に
さ
れ
た
遺
贈
に
つ
い

て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
家
事
事
件
手
続
法
（
以
下
「
新
家
事
事
件
手
続
法
」
と
い
う
。）第
三
条

の
十
一
第
四
項
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
し
た
特
定
の
国
の
裁
判
所
に
特

別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
（
新
家
事
事
件
手
続
法
別
表
第
二
の
十
五
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事

件
を
い
う
。）の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
合
意
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

施
行
日
か
ら
第
三
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新
家
事
事
件
手
続
法
第
二
百
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
民
法
第
四
百
六
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
預
貯
金
債
権
」
と
あ
る
の
は
、「
預
金
口

座
又
は
貯
金
口
座
に
係
る
預
金
又
は
貯
金
に
係
る
債
権
」
と
す
る
。

（
家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整
規
定
）

第
十
二
条

施
行
日
が
人
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
前
と
な
る
場
合
に
は
、
同
日
の
前
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
新
家
事
事
件
手
続
法
第
二
百
十
六
条
の
二
及
び
別
表
第
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中

「
審
判
事
件
」
と
あ
る
の
は
「
審
判
事
件
（
別
表
第
二
の
十
五
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。）」と
、

同
表
中
「
第
百
九
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
十
六
条
の
二
」
と
す
る
。

（
刑
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
五
条
及
び
第
百
二
十
条
第
二
項
中
「
賃
貸
し
」
の
下
に
「
、
配
偶
者
居
住
権
が
設
定
さ
れ
」
を
加
え
る
。

第
二
百
六
十
二
条
中
「
又
は
賃
貸
し
た
」
を
「
賃
貸
し
、
又
は
配
偶
者
居
住
権
が
設
定
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

（
抵
当
証
券
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

抵
当
証
券
法
（
昭
和
六
年
法
律
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
九
号
中
「
又
ハ
賃
借
権
」
を
「
、
賃
借
権
又
ハ
配
偶
者
居
住
権
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
中
「
第
百
五
十
七
条
第
一
項
乃
至
第
三
項
」
を
「
第
百
五
十
七
条
（
第
四
項
ヲ
除
ク
）」に
改
め
る
。

（
農
業
協
同
組
合
法
及
び
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
九
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
九
十
五
条
、
第
九
十
六
条
」
を
加
え
る
。

一

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
一
条
の
四
十
七

二

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
十
九
条

（
農
業
協
同
組
合
法
及
び
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
六
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
同
条
各
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
相
続
に
関

し
遺
産
の
分
割
に
よ
る
受
益
権
の
承
継
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
施
行
日
以
後
に
そ
の
承
継
の
通
知
が
さ
れ
る
と

き
に
も
、
適
用
す
る
。

（
公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
除
く
。）」
の
下
に
「
又
は
配
偶
者
居
住
権
を
有
す
る
者
」
を
、「
そ
の
建
物
の
賃
借
権
」

の
下
に
「
又
は
配
偶
者
居
住
権
」
を
加
え
る
。

（
都
市
再
開
発
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
三
号
中
「
賃
借
権
」
の
下
に「（
一
時
使
用
の
た
め
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。
以

下
同
じ
。）及
び
配
偶
者
居
住
権
」
を
加
え
、
同
号
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
七
十
三
条
第
一
項
第
十
二
号
中
「
借
家
権
」
を
「
賃
借
権
」
に
改
め
、「
者
）」の
下
に
「
又
は
施
行
地
区
内
の
土

地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
存
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
配
偶
者
居
住
権
を
有
す
る
者
か
ら
賃
借
権
の
設
定
を
受
け
た

者
」
を
加
え
、「
権
利
」
を
「
賃
借
権
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
中
「
借
家
権
」
を
「
賃
借
権
」
に
改
め
、
同
項
中

第
二
十
三
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
十
四
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
三
号
の
次
に

次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
四

施
行
地
区
内
の
土
地（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
存
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
配
偶
者
居
住
権
を
有
す
る
者（
そ

の
者
が
賃
借
権
を
設
定
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。）で
、
当
該
配
偶
者
居
住
権
に
対
応
し
て
、
施
設
建
築
物
の
一

部
に
つ
い
て
配
偶
者
居
住
権
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
配
偶
者
居
住
権

の
存
続
期
間

十
五

前
号
に
掲
げ
る
者
に
配
偶
者
居
住
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
施
設
建
築
物
の
一
部

第
七
十
七
条
第
五
項
中
「
借
家
権
」
を
「
賃
借
権
」
に
改
め
、「
者
）」の
下
に
「
又
は
施
行
地
区
内
の
土
地
（
指
定

宅
地
を
除
く
。）に
存
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
配
偶
者
居
住
権
を
有
す
る
者
か
ら
賃
借
権
の
設
定
を
受
け
て
い
る
者
」

を
、「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
は
、
第
七
十
一
条
第
三
項
の
申
出
を
し
た
者
を
除
き
、
施
行
地
区
内
の
土
地
（
指
定

宅
地
を
除
く
。）に
存
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
配
偶
者
居
住
権
の
設
定
を
受
け
て
い
る
者
（
そ
の
者
が
賃
借
権
を
設

定
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。）に
対
し
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
建
築
物
の
所
有
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
、
配
偶
者
居
住
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
建
築
物
の
所
有
者
が
同
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
施
行
者
に
帰
属

す
る
こ
と
と
な
る
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
、
配
偶
者
居
住
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

７

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
権
利
変
換
計
画
は
、
施
行
地
区
内
の
土
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
存
す
る
建
築

物
に
つ
い
て
配
偶
者
居
住
権
の
設
定
を
受
け
て
い
る
者
に
対
し
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
施
設
建
築
物
の
一
部
に

つ
い
て
の
配
偶
者
居
住
権
の
存
続
期
間
が
当
該
土
地
に
存
す
る
建
築
物
の
配
偶
者
居
住
権
の
存
続
期
間
と
同
一
の

期
間
と
な
る
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。




		2018-07-12T14:52:33+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




